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雑草イネが混入し被害を助長してい
る状況も観察されたため，生産者へは
certified seeds の使用徹底を呼びか
けるとともに，自家採種を規制するよ
う州政府に要請しているとのことだっ
た。カリフォルニア州の水稲栽培関連
の情報を扱ったウェブサイトを確認す
ると，雑草イネに関する規制はすで
に承認されており（Californica Rice 
News 2018)，種籾の取扱に関する規
制や，州外からの水稲用機械を持ち込
む際の雑草イネ検疫などが定められて
いる。繰り返しになるが，カリフォル
ニアで雑草イネ対策が始まってわずか
2 年である。カリフォルニアと日本の
対策状況を比較すると，初動対応だけ
みても出遅れており，反省すべき点が
多い。
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　キク科イズハハコ属の越年草。道端や荒地でごく普通にみら
れる。秋に芽生え，ロゼットで越冬し春から夏にかけて 50cm
ほどに茎が伸び，先に総状花序をつける。花をつけると主茎の
伸長は止まり，枝を出す。この枝によりオオアレチノギクと区
別できる。
　明治の中頃に渡来したとされ，同属の先達であるヒメムカシ
ヨモギを追って全国に広がっていった。しかし，近年，昭和初
期に渡来した後進のオオアレチノギクに道を譲りつつあるのか
あまり見かけなくなってきた。
　「野菊」と名前がついていながらおよそ「菊」らしからぬ「ア
レチノギク」であるが，俳句の世界では「菊」ゆえにか秋の季
語としての位置を確保しているようである。
　いつも雲影荒地野菊は群れて透く　中島斌雄
　出棺や荒地野菊を見てゐたり　　　原田青児
　筑紫路はあれちのぎくに野分かな　原石鼎

　3 句目の石鼎の句は大正 2 年の作である。大正に入ると，明
治の中頃に渡来したアレチノギクは筑紫路に広がっていたこと
がわかる。この年，父に拒絶された石鼎は筑紫路を放浪生活へ
と落ちていくのである。折しも野分がアレチノギクにも石鼎に
も容赦なく吹き付けるのであった。
　最近あまり見かけないアレチノギクであるが，先達のヒメム
カシヨモギは先達だけに隅々にまでテリトリーを広げている。
墓地とて例外ではなく，飯田龍太にこんな句があった。
　ヒメムカシヨモギの影が子の墓に　（俳句の花・下巻）
　幼くして先に逝ってしまった子の墓にヒメムカシヨモギが影
を落としている。1m 以上に伸びたヒメムカシヨモギである。
生きていればもうそのくらいの背丈になっていたであろうに，
と思う親心。この句にはヒメムカシヨモギがふさわしい。親は
子がすくすくと，まっすぐに成長することを夢見ている。
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